
取付方法

Dカンが前に来るように取り付けベルトをヘッドレストに巻き付け、ラダーに通してしっかり
締めて固定します。

D カンが前に来るように、シートベルトの穴とヘッドレストの穴にベルトを通してください。
ラダーにベルトを通してしっかり締めて固定します。

■クルームシート ( 後・前 )/FBC-011( ～ DX3)/
　FBC-017( ～ DX2)/ ルラビーリヤ用 ( ～ DX2)
　ギュットプレミアムシート ( 前 ) などの場合

■RBC-015( ～ DX)/
　FBC-015( ～ DX)/
　カジュアル の場合

SUO×socca　ひんやりクールパッドSUO×socca　ひんやりクールパッド

①取り付けベルトをチャイルドシートに取り付けます。

※シートによってベルトの取り付け方法が異なります。お持ちのチャイルドシートの品番、種類ご確認の上、取り付けを行ってください。
※ヘッドレスト可動式のチャイルドシートの場合、ヘッドレストを最も高い位置にしてください。
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ラダーD カン

Dカンシートベルトの穴に取り付けベルトが通りづらい
場合は、取り付けベルトの先にセロハンテープを
巻き付けると比較的やりやすくなります。

D カンが前に来るように、シートベルトの穴に取り付けベルトを通し、ヘッドレストに巻き付けて
ください。ラダーにベルトを通してしっかり締めて固定します。

■bikke( 後・あと付け前・前 )/RCS-S1/
　HYDEE( 後・前 )/HYDEE2( 後・前 )/
　ルラビーフロント用 ( ～ DX) の場合

ラダーの通し方
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ラダーの通し方
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Dカン

D カンが前に来るように、ヘッドレスト下の背面部分に取り付けベルトを巻き付けてください。
ラダーにベルトを通してしっかり締めて固定します。

■グランディア後用 / ハグシート /RBC-018DX/
　RBC-017( ～ DX2/DXPLUS) の場合

ラダーの通し方

ラダーの通し方

シートの背面ポケット上端の穴に取り付けベルトを通し、D カンが前に来るようにヘッドレストに巻き付けてください。
ラダーにベルトを通してしっかり締めて固定します。

■プレミアムリアチャイルドシート
　の場合

ラダーの通し方
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Dカン

Dカン
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取り付けベルトからアジャスターと D カンを外し、シートベルトの穴に背面から
差し込みます。
アジャスターとＤカンを取り付けベルトに戻し、シート側面の穴に通します。
ラダーにベルトを通してしっかり締めて固定します。

■コンフォートリヤ /
　RBC-011( ～ DX3)
　の場合

ラダーの通し方

❶
❷

❸

Dカン

取り付けベルトがシートベルトの
穴に通りづらい場合は、ベルトの
先にセロハンテープを巻き付けると
比較的通しやすくなります。

②D カンの位置を調節し、クールパッド本体上部の 2 本のボタンベルトを D カンに通してボタンを
　留めます。

取り付けベルトから D カンとアジャスターを外します。
レインカバーの取り付けプレートのベルトに D カンとアジャスターを通し、それぞれのレインカバーの取り付け説明書に従って装着を
行ってください。

■レインカバーと
　併用する場合

最後に D カンの位置を調節し、クールパッド本体上部の 2 本のボタンベルトを D カンに通してボタンを留めます。

アジャスターと D カンの通し方
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アジャスターと D カンの通し方
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取り付けベルトは使用せず、クールパッド本体上部に付いている 2 本のベルトをシートベルトの根元に直接取り付けて
ください。

シートベルトを内側に引っ張った時に、外側に
出てくるコードに取り付けを行ってください。

■コクーンルーム ( プラス )
　の場合

コード

取り付けプレート

ベルト

※グランディア後用 / ハグシート /RBC-018DX/RBC-017( ～ DX2/DXPLUS) の場合は、上記の取り付け方ではなく
　本紙表面の取付方法で装着してください。

※D カンがお子さまの背中や肩、頭に当たる場合があります。お子さまの身長に合わせて位置を調節してください。

装着するチャイルドシートや、
お子さまの身長によって
位置が変わります。

D カンとアジャスターの
位置を調節する！

D カンにボタンベルトを通し、
ボタンを留めます。

※取り付けベルトが長く余る場合は、結んで
　タイヤなどに巻き込まないようにしてください。


